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　特定の団体等が指導、策定したものではな
く、町長の委嘱を受け、町民会議の方々が約
２年の歳月をかけて検討を重ねた結果、住民
自治の基本理念や自治運営の基本原則などを
定めている。

恩道正博　賛成

　内容は確かに疑念が多々ある。この疑念に
関しては、運用及び今後の議論で改正できる
内容だ。まず町民がここに参画する。この条
例をつくる思いのはしごをかける。決して否
決することによって、はしごを外してはいけ
ない。

八田外茂男　賛成

　この条例は特別際立っておかしくはない。
当たり前のことに向かって、町民の皆さんと
議論して、よりよい内灘町をつくっていくと
いう点でこの条例は大切だ。

北川悦子　賛成

条例をまず制定し、その不十分なところをみ
んなで議論しながら補っていくことが大切
だ。議会の中でも代案があるなら修正案を出
して、よりよい条例づくりに向けていくのが
本当のあり方だ。

清水文雄　賛成

○南　守雄　賛成

町民と住民の定義が分別されていない

ため、参画における政治的危険性をは

らむ。

町の重大な条例が中途半端につくら

れ、後で直せばいいとの簡単なもので

はない。

条例の目的が明確ではない。簡潔化す

べきである。

主権在民の日本においては民意が主で

あり、町民と町（行政）とが「対等」

との表現は修正すべきである。

町民主体において町民会議は行政の諮

問機関ではなく、自主独立機関とすべ

き。

条例の中で町民の権利を保証するため

の組織機構の骨格が示されていない。

１

２

３

４

５

６

 （解説）
「協働」とはルールや手段であって目的
ではない。
自助（自分と家族）、共助（地域や町内
会）、公助（行政機関）のそれぞれが互
いの自主独立を尊重しながら同一の目的
を持ち、互いがパートナーであることを
ふまえて協力すること。

協 働 の ル ー ル

自 助
自分と家族

公 助
行政機関

共 助
地域・町内会

討論の争点

協働の
ネットワーク
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　町民の定義に住民以外の通勤通学する個人
及び事業者までも含めるのはどうなのか。条
文の中には、公平、平等がうたわれているが、
日々さまざまな義務を負担する住民を軽視し
ている。町民は内灘町に居住する住民に限る
べきである。

中島利美　反対

　町議会議員は町民の代表として、町民の利
益、幸せ、暮らしやすさを最優先に、議員各
位がこれまでも勉強している。こうした議員
としての活動を経て、総務産業建設常任委員
会で慎重審議の結果、不採択となったと理解
している。

酒本昌博　反対

　条例が不十分であってはいけない。60％
や 70％できて、あとの30％はつくってから
直せではよくない。そんな簡単に直せるよう
なものではない。

能村憲治　反対

　昨年６月に条例素案を議会に示し、議会と
しての意見を聞く機会を設けた。議会では一
部条文の修正を見、意見の集約もできた感が
あった。

渡辺　旺　賛成

　町内に事務所、店舗を持っているか否か、
また町に住んでいるか否かを問わず、町の会
社や学校に通っている、町に何かの関係があ
るというだけで町民の定義の中に含まれるの
は理解できない。

川口正己　反対

　今回条例が２つ出ている中で、町民の定義
が両方異なっている。まちづくり基本条例と
暴力団排除条例の中で町民の定義が異なって
いる。なぜそうなっているのか理解できない。

太田臣宣　反対

　町民と行政との間で活発な議論を展開する
ための中枢機関の確保が保障されていない。
町民会議や組織機構の骨格は条例の中でしっ
かりと担保すべき。主権は在民であり、町民
と行政とが「対等」との表現は協働の理念に
おいて修正すべき。

藤井良信　反対

　協働とは住民と行政とが対等な立場で責任
を共有しながら、目標の達成に向けて連携す
るものである。町民が条例をつくることで、
住民主体のまちづくりへの一歩を踏み出し、
その証

あかし

を議会が踏みつけてはならない。

水口裕子　賛成

●中川　達　反対　　●生田勇人　反対

3月定例議会 まちづくり基本条例

否決!  ８×　７反対 賛成
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万円でスタート!

支 出
78億7200万円

民生費
30億6608万円
（39％）

民生費
30億6608万円
（39％）

借入金の返済
9億3434万円
（11.9％）

借入金の返済
9億3434万円
（11.9％）

教育費
8億6485万円
（11％）

教育費
8億6485万円
（11％）

総務費
9億149万円
（11.5％）

総務費
9億149万円
（11.5％）

衛生費
7億5869万円
（9.6％）

衛生費
7億5869万円
（9.6％）

土木費
7億1157万円
（9％）

土木費
7億1157万円
（9％）

消防費
2億5980万円
（3.3％）

消防費
2億5980万円
（3.3％）

議会費 1億4405万円（1.8％）議会費 1億4405万円（1.8％）

農林水産業費等
2億3113万円（2.9％）
農林水産業費等
2億3113万円（2.9％）

■ 貯金（基金）の残高
財政調整基金 6億1330万円

公用、公共用施設整備基金 1億  32万円

義務教育施設整備基金 2億5042万円

高齢者いきいき健康
センター整備基金(仮称)

1億5100万円

土地開発基金 1億 202万円

その他の基金 1億7225万円

　一般会計基金の計 13億8931万円

　町民1人あたり 51728円

■ 借金（地方債）の残高
総務関連事業債  7億6584万円

民生関連事業債  3億2915万円

衛生関連事業債 9445万円

土木関連事業債 20億9002万円

教育関連事業債 19億1966万円

臨時財政対策債 32億7766万円

その他の町債  4億9943万円

　一般会計町債の計 89億7621万円

　町民1人あたり 334210円

町の貯金と借金（平成23年度末見込） ※ 平成24年3月末の人口　26,858人

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

当
初
予
算
の
ほ
か
、
条
例
13
件
、
人
事
案
件
２
件
な
ど
の
審
議
を
行
い
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
案
は
否
決
し
、
そ
の
他
は
可
決
し
ま
し
た
。
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平成24年度
一般会計
当初予算

自
依

主

財

源

（41.8%）

（58.2%）

存

財

源

収 入
78億7200万円

町税
24億5249万円
（31.2％）

町税
24億5249万円
（31.2％）

地方特例交付金等
7425万円（0.9％）

地方特例交付金等
7425万円（0.9％）

地方譲与税 8300万円（1.1％）地方譲与税 8300万円（1.1％）
地方消費税交付金
2億円（2.5％）

地方消費税交付金
2億円（2.5％）

借入金
5億7000万円
（7.2％）

借入金
5億7000万円
（7.2％）

県支出金
6億3753万円
（8.1％）

県支出金
6億3753万円
（8.1％）

国庫支出金
8億2014万円
（10.4％）

国庫支出金
8億2014万円
（10.4％）

地方交付税
22億円
（28％）

地方交付税
22億円
（28％）

諸収入
2億3540万円（3％）

諸収入
2億3540万円（3％）

使用料及び手数料
5330万円（0.7％）

使用料及び手数料
5330万円（0.7％）

繰入金
3億695万円
（3.9％）

繰入金
3億695万円
（3.9％）

分担金及び
負担金

2億3894万円
（3％）

分担金及び
負担金

2億3894万円
（3％）

78億7200 

平成24年度特別会計

総額64億256万円
会計名 予算額 前年度比 採決の結果

特
別
会
計

公共下水道事業 13億7450万円 △0.3％ 全員賛成

新エネルギー事業 　　3170万円 0.0％ 〃

国民健康保険 27億8840万円 5.1％ 賛成多数

後期高齢者医療  2億2840万円 17.4％ 〃

介護保険 13億4050万円 8.9％ 〃

水道事業会計  6億3906万円 △10.4％ 全員賛成

合　計 64億　256万円 3.2％
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鶴ヶ丘・鶴ヶ丘東保育所の民設民営の建設費補助金
1億5000万円

統合が予定されている鶴ヶ丘保育所

スクールバス走る

811万円 
(一部北部地区含む)

緊急雇用創出事業　3600万円

①商店街等での電子
マネー活用調査
（4名雇用）
②河北潟干拓地内の
酪農環境改善調査
（2名雇用）
③期間限定で金沢
市内にアンテナ
ショップを開設等
（7名雇用）

浸透するのか　電子マネー

ポンプ車を導入する 1900万円

更新予定のポンプ車

道の駅　サンセットパーク

除雪車新規購入費 1400万円

除雪に万全を
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平成24年度

予算審議会
主な新規事業

安心・安全の町へ

南部地区へ 

半径約 1.6㎞以上の南部地区
中学校での試行運転 

消防団第 2分団へ新しい消防 

働く女性の家・鶴ヶ
丘北・緑台・アカシ

ア・

千鳥台・中央公民
館の耐震調査費

 
560万円

耐震調査される
大根布中央公民

館

浅野川線安全確保のための町負担金
（3市 1町で 1/10 負担）

1500万円

①デジタル化のための
基本設計

②地域防災計画の見直し
③津波・土砂ハザード
マップ作製

④被災者支援システム
導入

820万円

機
はた

具
ぐ

橋
ばし

の 10年間の延命化を図る
金沢市に工事を委託

3700万円　

①温浴施設基本設計費②総合公園施設長寿命化計画 700万円

拡張計画の総合公園

津波対策は
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平成23年度　一般会計補正予算

1240万円を増額
平
成
23
年
度
補
正
予
算
７
件
を
す
べ
て
可
決
し
、
一
般
会
計
で
は

１
２
３
９
万
３
千
円
の
追
加
。
総
額
は
81
億
２
８
３
０
万
７
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例 

（
賛
成
少
数
）

・
暴
力
団
排
除
条
例 

（
全
員
賛
成
）

・
奨
学
金
支
給
条
例 

（
全
員
賛
成
）

　
　
平
成
25
年
高
校
入
学
者
に
支
給
。

・
白
帆
台
地
区
商
業
施
設
誘
致
促
進
条
例 

（
全
員
賛
成
）

　
　
新
た
に
営
業
を
開
始
し
た
事
業
者
へ
最
高
１
千
万
円
。

・
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
教
育

長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正 

（
全
員
賛
成
）

・
税
条
例
の
一
部
改
正 

（
賛
成
多
数
）

　
　
主
に
県
た
ば
こ
税
が
町
へ
税
源
移
譲
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正 

（
賛
成
多
数
）

　
　
年
額
１
７
６
０
円
の
増
、
改
正
率
は
１
・
９
％
の
増
。

・
行
政
財
産
使
用
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

　
　
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
西
荒
屋
公
民
館
に
転
用
。

・
歴
史
民
俗
資
料
館
等
利
用
料
金
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

　
　
高
校
生
以
下
の
入
館
料
を
無
料
と
す
る
。

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
）

　
　
基
準
額
で
４
９
０
０
円
と
な
り
、
４
０
０
円
の
増
。

・
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正 

（
全
員
賛
成
）

　
　
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
よ
り
入
居
資
格
要
件
を
廃
止
。

・
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正 

（
全
員
賛
成
）

　
　
大
根
布
第
10
公
園
の
開
設
（
旧
保
育
所
）。

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
廃
止 

（
全
員
賛
成
）

　向粟崎体育館の耐震補強実施設
計費及び監理と、耐震補強・改修
工事の予算。

向粟崎体育館
耐震改修工事 9400万円

　鶴ヶ丘西・室・旭ヶ丘公民館及
び勤労者体育センターの耐震診断
と補強計画策定

耐震診断 340万円

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

　
金
丸
　
菊
枝
　
氏 

（
白
帆
台
・
再
任
）　
　
　

　
石
田
　
俊
之
　
氏 

（
緑

　
台
・
新
任
）　

　
　

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 1239万 3千円 81億 2830万 7千円

特
　
別
　
会
　
計

公共下水
道事業 △ 694万 4千円 13億 3962万 3千円

新エネル
ギー事業 15万 4千円 7606万 4千円

国民健康
保険 △ 4781万 6千円 27億 7071万 5千円

後期高齢
者医療 △ 349万 4千円 1億 9119万 9千円

介護保険 1684万 7千円 13億 2056万 6千円

水道事業 △ 2607万 6千円 7億 1272万 4千円

合計 △ 5493万 6千円 145億 3919万 8千円

（全員賛成）
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ありゃ～どうなったがいね～追跡追跡

答　弁答　弁

その後

早急に対応する
早急にガードパイプを設置する。

検討する
　事業全般の見直しを行い、対応を検討する。

その後

　鶴ヶ丘5丁目バス停付近は、松の木を伐採
したことにより、自動車や自転車が転落する
危険がある。街並みの景観等も踏まえ、植樹
とガードパイプ等の安全対策をせよ。

平成23年12月議会 太田　臣宣　議員

ガードパイプの設置を
　家族が自動車税の減免を受けている障がい
者の方々が、福祉タクシーチケットの交付対
象外となっている。制度を見直し交付せよ。

平成23年9月議会 中島　利美　議員

福祉タクシーの制度改正を

町民の安全を確保便利な福祉タクシー

　平成23年12月にカイヅカイブキを1.5m
間隔に240本植栽し、景観に配慮しました。
また、平成24年2月に高さ0.8mのガード
パイプを143m設置し、道路交通の安全性
を確保しました。

対　応
　平成24年度から高齢者の対象年齢を70
歳から75歳に引き上げ、家族が自動車税の
減免を受けている障がい者の方々も、福祉タ
クシーチケットの交付対象となりました。

平成24年度から対象を改正
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一
般
質
問 

生
田

　
新
年
度
予
算
編
成

に
お
い
て
、
Ｈ
24
年
度
末
見

込
み
で
は
約
１
億
２
０
０
０

万
円
し
か
※
財
政
調
整
基
金

が
残
ら
ず
、
Ｈ
25
年
度
以
降

の
予
算
編
成
が
可
能
な
の
か

心
配
だ
。

　
Ｈ
22
年
度
は
単
年
度
収
支

が
黒
字
化
し
た
が
、
そ
の
大

き
な
要
因
は
何
か
。

　
黒
字
化
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

翌
年
に
活
か
せ
。

町
長

　
Ｈ
22
年
度
は
内
灘

北
部
土
地
区
画
整
理
組
合
か

ら
剰
余
金
、
国
の
地
域
活
性

化
臨
時
交
付
金
な
ど
臨
時
的

な
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
黒

字
の
要
因
。

　
Ｈ
23
年
度
歳
出
は
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
、
予
防
接
種

の
費
用
、
人
件
費
、
定
住
促

進
費
が
増
加
し
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
も
繰
り
出
し

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

生
田

　
持
続
不
可
能
な
町

の
状
態
に
陥
る
と
、
暮
ら
し

や
す
さ
ワ
ー
ス
ト
１
の
町
に

変
貌
す
る
。

　
行
財
政
改
革
は
町
民
に
負

担
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、

新
た
な
財
源
を
つ
く
り
出
す

こ
と
が
最
も
重
要
だ
。

　
第
二
次
行
財
政
実
施
計
画

を
見
る
限
り
、
積
極
的
な
努

力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

町
長

　
厳
選
し
た
上
で
予

算
編
成
し
た
が
、
崩
さ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
選
択
と
集
中
を
視
野
に
入

れ
、
歳
入
基
盤
の
創
出
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
町
民
と
情
報
を
共
有
し
、

行
政
に
頼
ら
な
い
町
民
の
あ

り
方
を
進
め
て
い
き
た
い
。

教

育

生
田

　
西
荒
屋
と
向
粟
崎

小
学
校
で
は
、
今
後
児
童
数

が
減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ

れ
、
町
独
自
の
教
育
振
興
事

業
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　
地
域
の
活
力
は
学
校
の
力

が
大
き
く
、
児
童
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
学
校
に
こ
そ
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
必
要
。

教
育
長

　
国
・
県
の
事
業

と
重
複
し
て
町
の
事
業
を
加

え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　
一
番
の
課
題
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関

連
で
あ
り
、
大
根
布
小
学
校

で
の
実
証
実
験
を
も
と
に
、

今
後
は
各
学
校
の
５
・
６
年

生
に
配
置
す
る
選
択
肢
も
あ

り
、
教
育
の
均
衡
を
図
る
。

通
学
区
域
審
議
会

生
田

　
白
帆
台
小
学
校
建

設
に
向
け
組
織
さ
れ
る
通
学

審
議
会
は
、
１
年
間
の
み
で

適
切
な
審
議
が
可
能
か
。

　
歴
史
的
な
経
緯
も
あ
り
、

多
方
面
か
ら
審
議
が
必
要
だ
。

教
育
長

　
北
部
地
区
全
体

の
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
多

方
面
の
意
見
か
ら
検
討
す
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
核
と
し
て

西
荒
屋
小
学
校
の
役
割
も
大

き
く
、
通
学
審
議
会
よ
り
答

申
を
受
け
た
後
、
教
育
委
員

会
と
し
て
方
向
性
を
出
す
。

※
財
政
調
整
基
金
と
は
、

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
な
ら
す
た
め
の
積
立
金

で
、
法
律
で
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
自
治
体

の
貯
金
。

新
た
な
財
源
を
つ
く
り
出
せ

歳
入
基
盤
の
創
出
を
図
る
　
町
長

生田　勇人 議員
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（百万円） 基 金 の 推 移

特色ある学校づくりを
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一
般
質
問 

中
島

　
福
祉
の
拠
点
と
も

い
え
る
「
う
ち
な
だ
の
里
」

に
昨
年
の
11
月
に
２
回
、
こ

と
し
の
１
月
に
１
回
、
合
計

３
回
も
石
川
県
か
ら
立
入
調

査
が
入
っ
た
と
聞
く
。

　
な
ぜ
調
査
が
入
り
、
そ
の

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
民
福
祉
部
長

　
施
設
を

利
用
す
る
家
族
か
ら
、
石
川

県
及
び
金
沢
市
に
対
し
、
利

用
時
の
処
遇
等
で
相
談
が
あ

り
、
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
後
日
、
県
か
ら
施
設

に
対
し
文
書
に
よ
り
通
知
す

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

中
島

　
現
在
は
保
護
者
会

も
な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

県
や
第
三
者
機
関
に
利
用
者

か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。町

民
福
祉
部
長

　
実
施
主

体
は
都
道
府
県
で
、
町
は
直

接
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

中
島

　
施
設
の
土
地
お
よ

び
文
化
会
館
内
に
あ
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
ド
喫
茶
は
、
町
が
無

償
で
貸
与
し
て
お
り
、
最
低

限
の
情
報
収
集
は
必
要
だ
。

総
務
部
長

　
授
産
事
業
拡

大
に
向
け
て
支
援
、
援
助
を

し
て
い
き
た
い
。

中
島

　
ま
ず
現
状
の
把
握

を
し
、
支
援
・
指
導
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　「
う
ち
な
だ
の
里
」

の
現
状
を
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
。
ど
こ
ま
で
関
与
で
き

る
か
考
え
た
い
。

企

業

誘

致

中
島

　
企
業
誘
致
、
商
業

誘
致
で
税
収
を
確
保
し
、
財

政
力
を
強
く
し
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
第
二
次
実
施
計
画

の
中
で
も
、
新
た
な
財
源
の

確
保
を
位
置
づ
け
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　
企
業
立
地
推
進
事
業
費
で

は
、
Ｈ
22
年
度
約
２
１
５
万

円
、
Ｈ
23
年
度
は
１
５
５
万

円
に
減
額
さ
れ
、
Ｈ
24
年
度

予
算
は
、
84
万
円
と
大
幅
に

減
額
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

都
市
整
備
部
担
当
部
長

　
昨
年
度
ま
で
は
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
の
誘
致
で
東
京
へ
行

く
費
用
が
あ
っ
た
。
Ｈ
24
年

度
予
算
が
減
っ
た
理
由
は
、

地
元
ス
ー
パ
ー
と
の
交
渉
を

中
心
に
行
う
こ
と
で
予
算
を

減
額
し
、
必
要
な
予
算
を
計

上
し
た
。
決
し
て
企
業
誘
致

を
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は

な
い
。

中
島

　
白
帆
台
地
区
商
業

施
設
誘
致
促
進
条
例
の
奨
励

金
は
、
ど
の
よ
う
に
支
払
わ

れ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
担
当
部
長

　
出
店
事
業
者
に
上
限
１
０

０
０
万
円
を
支
払
う
。

中
島

　
報
酬
金
は
、
ど
の

よ
う
に
支
払
わ
れ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
担
当
部
長

　
商
業
施
設
の
誘
致
が
成
功

し
た
場
合
、
推
進
さ
れ
た
方

に
対
し
、
出
店
事
業
者
に
対

す
る
奨
励
金
の
５
分
の
１
を

支
払
う
。

中
島

　
な
ぜ
商
業
誘
致
が

進
ま
な
い
の
か
。

町
長

　
ス
ー
パ
ー
は
必
要

で
あ
り
、
一
日
も
早
く
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
く
。

「うちなだの里」に支援を
現状を把握する　町長

中島　利美 議員

地域の拠点「うちなだの里」
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一
般
質
問 

能
村

　
消
防
庁
舎
建
設
場

所
（
白
帆
台
一
丁
目
）
は
、

白
帆
台
住
民
の
理
解
を
得
て

決
定
し
た
。

　
消
防
庁
舎
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
Ｈ
24
年
度
に
基
本

設
計
に
入
り
、
庁
舎
敷
地
利

用
プ
ラ
ン
ま
で
計
画
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
が

出
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
今
年

度
は
調
査
費
や
設
計
費
を
計

上
し
な
か
っ
た
の
か
。

消
防
長

　
消
防
庁
舎
建
設

は
喫
緊
の
課
題
で
、
国
の
補

助
等
が
な
く
町
単
独
で
整
備

を
進
め
て
き
た
が
、
新
た
に

「
国
の
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
」
が
創
設
さ
れ
た
の
で
申

請
を
し
た
。

　
し
か
し
県
が
策
定
す
る
津

波
被
害
想
定
区
域
に
現
在
の

消
防
庁
舎
が
指
定
さ
れ
る
こ

と
が
条
件
で
あ
り
、
そ
の
判

断
を
見
極
め
て
い
た
。

能
村

　
現
庁
舎
が
県
の
津

波
被
害
想
定
区
域
に
指
定
さ

れ
な
け
れ
ば
、
財
源
が
な
い

こ
と
に
な
る
。
庁
舎
建
設
は

単
独
事
業
で
も
進
め
よ
。

町
長

　
消
防
は
町
民
の
安

全
・
安
心
の
最
前
線
。
何
が

あ
っ
て
も
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
単
独
事
業
で
も
や
る
。

能
村

　
設
計
の
段
階
か
ら

消
防
職
員
の
意
見
、
要
望
を

収
集
し
、
勤
労
意
欲
を
高
め

る
庁
舎
建
設
に
努
め
よ
。

消
防
長

　
勤
務
環
境
と
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

の
研
修
施
設
を
検
討
し
、
設

計
に
反
映
さ
せ
た
い
。

街

路

樹

能
村

　
医
科
大
通
り
に
植

栽
さ
れ
た
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

は
適
正
な
管
理
が
必
要
だ
。

都
市
整
備
部
長

　
状
況
に

応
じ
て
管
理
す
る
。

ほ
の
ぼ
の
湯

能
村

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
と
屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
間
に
建
設
を
予
定
し
、

町
は
早
急
に
整
備
す
る
姿
勢

で
あ
っ
た
が
、
今
年
１
月
に

突
然
白
紙
撤
回
し
た
。

　
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
建
設
場

所
は
新
た
に
検
討
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

　
総
合
公

園
内
に
温
浴
施
設
を
作
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
ほ
の
ぼ
の

湯
の
移
設
で
は
国
の
補
助
が

得
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
財
源
は
、
※
基
金
と
※
起

債
を
考
え
て
い
る
。
町
の
単

独
事
業
で
整
備
す
る
た
め
、

場
所
や
施
設
規
模
は
再
度
検

討
し
て
い
る
。

能
村

　
場
所
の
選
定
を
急

げ
。都

市
整
備
部
長

　
今
定
例

会
中
に
建
設
場
所
や
規
模
を

審
議
し
決
定
し
た
い
。

能
村

　
建
設
場
所
が
決
定

し
て
い
な
い
中
、
当
初
予
算

に
基
本
設
計
料
が
５
０
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長

　
温
浴
施

設
の
場
所
を
決
定
し
た
後
に

設
計
を
発
注
す
る
。

※
基
金
と
は
、
町
が
特
定

の
目
的
の
た
め
に
、
資
金

の
積
み
立
て
を
す
る
貯
金
。

※
起
債
と
は
、
資
金
調
達

の
た
め
に
行
う
長
期
借
入

金
。
普
通
は
国
の
資
金
運

用
部
な
ど
の
機
関
や
市
中

銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
。

消防庁舎建設に予算付けを

能村　憲治 議員
町単独事業でも進める　町長

民間温浴施設の湯来楽
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一
般
質
問 

藤
井

　
近
年
の
内
灘
高
校

入
学
者
数
の
実
情
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
入
学
者
数
は
毎

年
90
人
程
度
。
そ
の
う
ち
内

灘
中
学
か
ら
は
30
人
位
。

藤
井

　
情
報
科
学
コ
ー
ス

廃
止
の
要
因
は
何
か
。

教
育
長

　
専
門
的
な
技
能

修
得
に
は
工
業
高
校
で
追
究

す
る
生
徒
が
ふ
え
て
き
た
。

藤
井

　
廃
止
の
方
向
性
に

お
い
て
高
中
小
連
携
の
理
念

か
ら
、
ど
う
思
う
か
。

教
育
長

　
残
念
な
こ
と
と

思
う
。
社
会
情
勢
に
合
致
し

た
特
色
あ
る
学
習
コ
ー
ス
の

創
設
を
願
っ
て
い
る
。

藤
井

　
情
報
通
信
人
材
育

成
の
た
め
、
情
報
科
学
コ
ー

ス
は
課
外
教
育
科
目
と
し
て

再
導
入
を
要
請
す
べ
き
。

教
育
長

　
放
課
後
の
取
り

組
み
で
は
学
校
長
と
可
能
性

を
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

藤
井

　
内
灘
高
校
の
課
外

教
育
科
目
の
取
り
組
み
で
は

生
徒
の
若
い
知
性
を
結
集
さ

せ
、
生
徒
の
手
に
よ
る
内
灘

の
将
来
像
と
し
て
の
青
写
真

が
情
報
科
学
の
成
果
と
し
て
、

毎
年
町
長
に
提
出
さ
れ
る
こ

と
の
持
続
発
展
教
育
の
展
開

を
提
案
す
る
。
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長

　
情
報
通
信
に
関
す

る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
人

材
の
育
成
は
、
今
日
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
む
時
代
の
大

変
重
要
な
課
題
だ
と
思
う
。

　
高
校
で
の
課
外
教
育
の
取

り
組
み
が
具
体
化
し
て
い
く

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人

の
意
見
を
大
い
に
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

藤
井

　
高
校
の
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
は
生
徒
の
海
外
体
験
学

習
も
必
要
だ
。

町
長

　
中
国
旅
順
と
の
交

流
が
進
め
ば
、
町
独
自
の
地

域
間
交
流
事
業
補
助
金
の
制

度
活
用
が
で
き
る
。

藤
井

　
旅
順
を
修
学
旅
行

の
候
補
地
と
し
て
学
校
長
へ

要
請
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
現
地
で
同
年
代

の
子
供
た
ち
が
、
は
つ
ら
つ

と
生
き
て
い
る
姿
に
接
す
る

の
は
非
常
に
大
き
な
価
値
が

得
ら
れ
る
。
学
校
長
と
一
度

じ
っ
く
り
話
し
合
い
た
い
。

藤
井

　
生
徒
自
身
の
意
思

で
未
来
を
考
え
、
自
ら
の
生

き
方
に
目
覚
め
て
い
け
る
よ

う
専
門
学
科
創
設
や
就
活
支

援
の
た
め
の
提
案
が
必
要
だ
。

町
長

　
学
校
長
か
ら
は
専

門
学
科
創
設
を
目
指
し
、
福

祉
関
係
講
座
や
地
域
交
流
講

座
の
計
画
を
聞
い
て
い
る
。

藤
井

　
具
体
的
な
プ
ラ
ン

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

副
町
長

　
医
療
、
介
護
福

祉
、
ホ
テ
ル
分
野
等
サ
ー
ビ

ス
人
材
の
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
構
成
で
専
門
学
科
創
設
を

提
案
し
て
い
る
。
学
校
長
も

熱
い
思
い
が
あ
り
、
行
動
力

に
期
待
し
て
い
る
。

藤
井

　
高
校
名
が
大
き
く

表
示
さ
れ
た
独
立
看
板
の
設

置
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
長

　
指
摘
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
県
教
委
へ
学
校

長
を
通
じ
、
話
を
し
た
い
。

教

育

憲

章

藤
井

　
内
灘
町
教
育
憲
章

制
定
の
具
体
的
な
予
定
は
。

町
長

　
50
周
年
の
節
目
で

あ
り
、
本
年
度
中
に
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
く
。

内
灘
高
校
の
活
性
化
を
図
れ

福
祉
講
座
な
ど
計
画
　
町
長

藤井　良信 議員

専門学科を創設せよ
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一
般
質
問 

清
水

　
地
域
主
権
で
行
政
、

地
域
住
民
、
そ
し
て
議
会
に

も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

自
治
の
力
を
培つ

ち
か
い
、
現
状
を

発
展
さ
せ
、
切
り
拓
い
て
い

く
力
だ
。

　
各
自
治
体
の
姿
勢
や
判
断
、

方
針
の
内
実
が
問
わ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
町
長
の
基
本
的

な
姿
勢
を
聞
く
。

町
長

　
本
定
例
会
に
上
程

し
た
内
灘
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
基
本
理
念
に
あ

る
「
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民

が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
町
民
及
び
町
は
地
域

の
特
性
及
び
独
自
性
を
尊
重

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
」
は
、
ま
さ
し
く
地
域
主

権
改
革
の
主
た
る
も
の
だ
。

　
私
の
基
本
姿
勢
は
こ
の
条

例
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。

清
水

　
※
地
域
主
権
改
革

一
括
法
で
、
町
と
し
て
対
応

す
る
主
な
も
の
は
何
か
。

総
務
部
長

　
町
で
は
現
在

想
定
で
き
る
も
の
と
し
て
、

14
の
条
例
が
あ
り
、
適
正
に

整
備
し
た
い
。

清
水

　
人
権
費
も
含
め
た

町
の
負
担
、
財
源
の
確
保
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

　
町
レ
ベ
ル
で

は
６
項
目
の
事
務
権
限
が
移

譲
。
財
源
は
、
県
や
町
長
会

等
通
じ
、
国
に
要
望
し
た
い
。

防
災
行
政
無
線

清
水

　
南
三
陸
町
を
視
察

し
た
。
防
災
無
線
は
ポ
ー
タ

ブ
ル
受
信
機
が
全
戸
に
５
７

０
０
基
配
備
さ
れ
、
多
く
の

高
齢
者
が
、
放
送
を
聞
い
て

避
難
し
た
と
聞
く
。

　
町
民
の
安
全
・
安
心
と
生

命
を
守
る
た
め
、
防
災
対
策

の
充
実
に
向
け
て
、
防
災
行

政
無
線
の
戸
別
受
信
機
設
置

の
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長

　
県
内
で
は
３

市
町
が
戸
別
受
信
機
を
全
戸

配
備
し
て
い
る
。

　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
、
情
報
伝
達
の
あ
り
方

を
調
査
研
究
し
た
い
。

北
鉄
浅
野
川
線

清
水

　
浅
電
に
自
転
車
を

乗
せ
て
運
ぶ
サ
イ
ク
ル
ト
レ

イ
ン
の
利
用
状
況
と
、
今
後

の
課
題
は
。

都
市
整
備
部
担
当
部
長

　
Ｈ
23
年
で
３
８
０
名
の
利

用
実
績
が
あ
っ
た
。
利
用
時

間
帯
が
限
ら
れ
、
金
沢
駅
構

内
で
の
移
動
が
課
題
。

清
水

　
今
後
の
公
共
交
通

の
充
実
、
２
年
後
の
北
陸
新

幹
線
開
業
に
あ
わ
せ
た
浅
電

へ
の
町
の
考
え
方
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
担
当
部
長

　
公
共
交
通
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
た
い
。

行
財
政
改
革

清
水

　
財
政
調
整
基
金
が

Ｈ
27
年
度
残
高
７
３
３
０
万

円
に
落
ち
込
む
一
方
で
、
行

革
の
重
要
課
題
が
見
え
な
い
。

副
町
長

　
重
点
項
目
を
明

確
に
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

清
水

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
ル
ー
ト
や
運
行
時

間
、
増
車
、
浅
電
と
の
連
携

な
ど
を
見
直
す
予
定
は
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

　
優
先
順
位
な
ど
地
域
公
共

交
通
協
議
会
で
検
討
す
る
。

地
域
主
権
の
基
本
姿
勢
は

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
推
進
　
町
長

清水　文雄 議員

※
地
域
主
権
改
革
一
括
法

と
は
、
地
域
の
自
立
性
を

高
め
る
た
め
改
革
の
推
進

を
図
る
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
。

祝 ナディ乗客　50万人突破
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一
般
質
問 

恩
道

　
町
地
域
防
災
計
画

で
は
、
災
害
時
に
被
災
者
が

一
時
的
な
避
難
生
活
を
送
る

避
難
所
は
、
公
共
施
設
な
ど

32
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。

　
避
難
者
の
中
に
は
、
住
民

は
も
と
よ
り
、
旅
行
者
や
仕

事
な
ど
で
一
時
避
難
を
さ
れ

る
方
も
想
定
さ
れ
る
。

　
町
の
避
難
所
の
位
置
を
示

す
標
識
や
避
難
所
の
看
板
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長

　
指
定
避
難
所

を
示
す
看
板
等
の
設
置
は
、

災
害
に
備
え
て
日
頃
か
ら
町

民
に
指
定
避
難
所
を
知
ら
せ

る
こ
と
は
重
要
で
、
旅
行
者

や
仕
事
で
訪
れ
た
方
々
に
も

必
要
で
あ
る
。

　
町
地
域
防
災
計
画
を
見
直

す
中
で
、
指
定
避
難
所
の
位

置
を
示
す
標
識
や
避
難
所
の

看
板
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

恩
道

　
避
難
所
の
看
板
等

は
、
住
民
の
目
線
で
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
住
民
参
画
の
協

働
で
お
こ
な
え
。

総
務
部
長

　
地
域
防
災
計

画
見
直
し
の
中
に
は
、
住
民

代
表
も
入
る
予
定
で
、
住
民

目
線
で
看
板
の
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。

恩
道

　
避
難
所
と
災
害
対

策
本
部
の
通
信
手
段
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

　
県
か
ら
貸
与

さ
れ
た
衛
星
電
話
や
公
共
施

設
間
を
結
ぶ
※
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ

電
話
を
活
用
し
機
能
さ
せ
る
。

　
今
後
、
町
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
新

年
度
の
町
地
域
防
災
計
画
見

直
し
の
中
で
、
通
信
手
段
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
た
い
。

地
域
防
災
計
画

恩
道

　
原
子
力
安
全
委
員

会
は
、
福
島
原
発
事
故
で
放

射
性
物
質
が
想
定
を
超
え
て

広
が
っ
た
こ
と
で
、
防
護
範

囲
を
原
発
か
ら
半
径
30
㎞
圏

に
拡
大
す
る
等
と
し
た
指
針

案
を
示
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
中
で
原
子
力
災
害
対
策
を

盛
り
込
む
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　
石
川
県
で
は
、
国

の
防
災
指
針
に
基
づ
き
地
域

防
災
計
画
の
中
に
原
子
力
防

災
編
を
定
め
て
い
る
。

　
国
や
原
子
力
委
員
会
が
示

す
対
策
地
域
に
町
が
含
ま
れ

れ
ば
、
地
域
防
災
計
画
の
中

で
原
子
力
防
災
編
を
作
成
す

る
。

恩
道

　
福
島
の
原
発
事
故

で
は
30
㎞
以
上
離
れ
た
地
区

で
も
放
射
線
被
害
が
出
て
い

る
。
町
独
自
の
放
射
能
対
策

が
で
き
な
い
か
。

町
長

　
50
㎞
圏
の
Ｐ
Ｐ
Ａ

（
放
射
線
ヨ
ウ
素
対
策
地
域
）

に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
原
子
力

防
災
対
策
編
の
中
で
定
め
る
。

※
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

と
は
、
地
域
の
教
育
、
行

政
、
福
祉
、
医
療
、
防
災

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

を
図
る
た
め
、
学
校
、
図

書
館
、
公
民
館
、
役
場
な

ど
の
公
共
施
設
を
高
速
で

接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

指定避難所の看板設置を
防災計画を見直し検討　総務部長

恩道　正博 議員

地震体験車　グラグラ号

地震が起こっても冷静に
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一
般
質
問 

太
田

　
Ｈ
23
年
度
の
見
込

み
で
は
、財
政
調
整
基
金（
財

調
）
を
約
３
億
円
取
り
崩
し
、

さ
ら
に
※
実
質
単
年
度
収
支

が
約
３
億
５
０
０
０
万
円
の

赤
字
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
Ｈ
24
年
度
予
算
で
も
、
財

調
の
取
崩
額
約
３
億
円
で
、

年
度
末
の
残
高
は
１
億
２
０

０
０
万
円
と
な
り
、
過
去
10

年
で
最
も
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　
今
後
、
財
調
を
ど
の
よ
う

に
積
み
増
し
て
い
く
の
か
。

副
町
長

　
当
面
、
財
調
の

繰
り
入
れ
に
頼
る
が
、
財
政

健
全
化
の
た
め
に
、
一
定
の

基
金
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
財
政
構
造
の
体

質
強
化
に
取
り
組
み
、
単
年

度
黒
字
を
目
指
す
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　
基
金
の
総
額
に
つ
い
て
は

さ
ら
に
減
少
が
見
込
ま
れ
、

目
的
基
金
の
あ
り
方
を
含
め

て
基
金
の
整
理
統
合
や
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

太
田

　
財
調
が
底
を
つ
い

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

副
町
長

　
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
、
積
み
増
し
が
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

太
田

　
Ｈ
24
年
度
末
の
財

調
残
高
は
、
か
な
り
厳
し
い

状
態
と
な
る
。

副
町
長

　
少
な
く
と
も
Ｈ

24
年
度
末
で
は
、
足
り
な
い

こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

太
田

　
第
二
次
内
灘
町
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
示
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
当
初
予
算
よ

り
し
っ
か
り
取
り
組
め
。

副
町
長

　
目
標
を
設
定
す

る
こ
と
が
大
切
。
で
き
る
だ

け
早
く
着
手
し
て
い
く
。

※
実
質
単
年
度
収
支
と
は

黒
字
要
素
や
赤
字
要
素
を

加
減
し
、
当
該
年
度
に
お

け
る
実
質
的
な
収
支
を 

把
握
す
る
指
標
。

サ
ッ
カ
ー
場

太
田

　
町
長
の
９
月
定
例

会
で
の
答
弁
で
、
サ
ッ
カ
ー

場
整
備
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
27

年
度
ま
で
に
整
備
を
図
り
た

い
と
あ
っ
た
が
、
今
で
も
そ

の
計
画
に
変
更
は
な
い
の
か
。

町
長

　
基
本
設
計
、
実
施

設
計
を
Ｈ
24
年
度
か
ら
26
年

度
に
か
け
て
実
施
し
、
工
事

着
工
を
Ｈ
26
年
度
か
ら
行
い

Ｈ
27
年
度
ま
で
の
完
成
を
目

指
す
。

野

球

場

太
田

　
野
球
場
は
老
朽
化

が
進
み
、
今
後
長
く
使
用
し

て
い
く
た
め
に
は
早
急
な
修

繕
が
必
要
だ
。

町
長

　
Ｈ
24
年
度
に
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
、
Ｈ
25

年
度
に
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
整
備
す
る
予
定
。

街
並
み
整
備

太
田

　
１
・
８
ｍ
未
満
の

道
路
に
面
す
る
宅
地
で
は
、

住
宅
の
建
て
替
え
が
で
き
な

い
。
方
法
は
な
い
の
か
。

都
市
整
備
部
長

　
建
築
す

る
方
法
は
な
い
。

太
田

　
内
灘
町
で
そ
の
よ

う
な
道
路
は
何
本
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

　
１
・
８

ｍ
未
満
の
道
路
は
約
60
本
確

認
し
て
い
る
。

太
田

　
空
き
家
対
策
や
人

口
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
街
並
み
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長

　
地
権
者

全
員
の
合
意
が
必
要
で
、
理

解
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

狭き
ょ
う

隘あ
い

道
路
の
解
消
を
図
る
。

行財政改革に取り組め

太田　臣宣 議員
目標を設定し進める　副町長

老朽化したスポーツ施設の整備を
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一
般
質
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北
川

　
Ｈ
24
年
度
国
民
健

康
保
険
税
率
改
正
案
が
出
さ

れ
、
保
険
者
１
人
当
た
り
調

定
額
に
換
算
す
る
と
年
額
１

７
６
０
円
の
増
、改
正
率
１
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
単
年
度
赤
字
見
込
額
を
解

消
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
27

年
度
を
め
ど
に
段
階
的
に
保

険
税
収
を
ふ
や
し
て
い
く
と

な
っ
て
い
る
が
毎
年
引
き
上

げ
る
の
か
。

町
民
福
祉
部
担
当
部
長

　
単
年
度
収
支
額
の
平
均
で

約
４
０
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
り
、
来
年
度
も
１
０
０
０

万
円
を
引
き
上
げ
赤
字
を
解

消
す
る
予
定
。
こ
の
２
年
間

に
つ
い
て
は
段
階
的
に
急
激

な
被
保
険
者
の
負
担
増
を
避

け
る
た
め
に
実
施
し
た
い
。

　
Ｈ
26
年
度
以
降
は
、
国
保

会
計
の
状
況
を
見
な
が
ら
的

確
に
判
断
し
て
い
く
。

北
川

　
引
き
上
げ
の
実
施

時
期
と
周
知
方
法
を
問
う
。

町
民
福
祉
部
担
当
部
長

　
Ｈ
24
年
７
月
か
ら
施
行
す

る
。
毎
月
の
広
報
で
、
改
正

の
内
容
も
含
め
た
形
で
繰
り

返
し
周
知
し
て
い
く
。

北
川

　
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
本
当
に
払
え
な
く
な
る
。

国
保
加
入
者
の
生
活
実
態
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
部
担
当
部
長

　
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、

面
談
を
し
、
納
付
相
談
を
十

分
に
し
た
上
で
対
処
す
る
。

共

同

墓

地

北
川

　
Ｈ
25
年
度
の
霊
園

造
成
時
に
共
同
墓
地
を
計
画

で
き
な
い
か
。

町
民
福
祉
部
長

　
申
し
込

み
条
件
や
納
骨
方
法
な
ど
の

問
題
が
多
々
あ
る
が
、
25
年

度
ま
で
に
示
し
た
い
。

保
育
所
民
営
化

北
川

　
鶴
ケ
丘
と
鶴
ケ
丘

東
保
育
所
を
統
合
し
、
Ｈ
24

年
度
予
算
に
約
１
億
５
０
０

０
万
円
の
私
立
保
育
園
建
設

費
補
助
金
が
計
上
さ
れ
た
。

　
町
が
保
育
に
責
任
を
持
つ

の
で
あ
れ
ば
、
災
害
時
も
考

慮
し
て
民
営
化
で
は
な
く
町

立
保
育
所
と
し
て
公
的
責
任

を
も
っ
て
保
育
す
べ
き
だ
。

町
民
福
祉
部
長

　
老
朽
化

し
た
現
状
の
建
物
で
は
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
。
国
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
、
公
立

保
育
所
の
運
営
費
国
庫
負
担

金
が
一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ

と
。
公
立
保
育
所
の
建
設
補

助
金
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が

こ
の
背
景
に
あ
り
、
町
の
財

政
事
情
で
は
、
保
育
所
の
民

営
化
が
必
要
。

北
川

　
民
営
化
を
保
護
者
、

地
域
、
保
育
士
へ
説
明
せ
よ
。

町
民
福
祉
部
長

　
詳
細
な

内
容
が
決
定
次
第
、
説
明
会

を
開
催
し
、
保
育
所
運
営
法

人
の
選
定
を
行
う
予
定
。

北
川

　
民
営
化
後
は
正
規

の
保
育
士
で
運
営
す
る
の
か
。

町
民
福
祉
部
長

　
現
段
階

で
は
常
勤
保
育
士
で
26
名
程

度
、
保
育
助
手
の
パ
ー
ト
保

育
士
で
６
名
程
度
を
予
定
。

ほ
の
ぼ
の
湯

北
川

　
現
在
の
場
所
は
最

高
の
眺
望
で
あ
り
、
高
齢
者

の
福
祉
施
設
と
し
て
、
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
適
切
だ
。

町
長

　
総
合
公
園
基
本
計

画
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
周
辺
を
考
え
て
い
る
。

北
川

　
現
在
地
の
建
設
で

施
設
設
備
の
再
利
用
を
図
り

財
源
を
削
減
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長

　
近
隣
の

温
浴
施
設
を
参
考
に
算
定
し

た
。

国
保
税 

引
き
上
げ
る
な
！

的
確
に
判
断
す
る
　
町
民
福
祉
部

担
当
部
長

北川　悦子 議員

町の責任で充実した保育を
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一
般
質
問 

水
口

　
2
月
に
町
長
が
訪

問
し
た
原
発
か
ら
40
㎞
に
あ

る
飯
舘
村
の
状
況
は
。

町
長

　
菅
野
村
長
か
ら
は
、

村
民
の
心
が
ば
ら
ば
ら
に
な

り
、
帰
り
た
い
人
と
帰
り
た

く
な
い
人
、
若
い
人
と
お
年

寄
り
と
の
考
え
の
違
い
。
子

供
が
大
事
な
お
母
さ
ん
と
、

何
と
し
て
も
戻
り
た
い
夫
と

の
離
婚
相
談
も
あ
り
、
放
射

能
災
害
は
特
殊
だ
と
も
話
さ

れ
た
。

水
口

　「
原
発
さ
え
な
か

っ
た
ら
」
と
い
う
教
訓
を
、

今
後
ど
う
町
政
に
活
か
す
か
。

町
長

　
こ
れ
か
ら
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
改
め
て
感

じ
て
い
る
。

水
口

　
被
災
地
の
現
状
や
、

今
後
の
問
題
を
講
演
す
る
方

は
見
つ
か
っ
た
か
。

町
長

　
今
後
の
教
訓
と
す

る
た
め
に
も
、
飯
舘
村
長
に

お
願
い
し
た
。

水
口

　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
拡
大
が

実
現
す
る
ま
で
、
県
へ
申
し

入
れ
せ
よ
。

町
長

　
国
は
４
月
に
、
防

災
指
針
等
の
改
定
を
行
う
予

定
。
引
き
続
き
国
及
び
県
に

Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
拡
大
を
申
し
入
れ

る
。

水
口

　
北
陸
電
力
に
対
す

る
安
全
協
定
締
結
の
働
き
か

け
が
遅
れ
て
い
る
。

町
長

　
２
月
28
日
に
安
全

協
定
締
結
の
経
緯
や
概
要
の

説
明
を
受
け
た
。
今
後
も
意

見
交
換
を
重
ね
た
い
。

水
口

　
志
賀
原
発
運
転
開

始
に
対
す
る
同
意
権
が
な
け

れ
ば
、
安
全
協
定
締
結
は
で

き
な
い
と
七
尾
市
長
は
明
言

し
て
い
る
。

町
長

　
志
賀
町
や
周
辺
の

自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

子

育

て

水
口

　
町
が
主
催
す
る
行

事
や
説
明
会
に
は
託
児
等
を

設
け
よ
。

子
育
て
支
援
担
当
課
長

　
託
児
の
必
要
性
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
託
児
ル
ー
ム

を
開
設
し
て
い
き
た
い
。

水
口

　
保
護
者
が
主
催
す

る
行
事
の
準
備
期
間
に
も
託

児
支
援
が
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
担
当
課
長

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

共
催
事
業
と
し
て
、
支
援
を

考
え
て
い
き
た
い
。

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー

水
口

　
補
助
金
は
、
太
陽

光
発
電
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
、
太
陽
熱
温
水
器
、
小
型

風
力
発
電
と
い
う
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
限
定
せ
よ
。

　
オ
ー
ル
電
化
に
つ
な
が
る

制
度
は
障
が
い
者
、
後
期
高

齢
者
以
外
は
や
め
よ
。

　
多
額
の
宣
伝
費
を
使
っ
て

い
る
も
の
に
、
自
治
体
が
乏

し
い
財
源
の
中
か
ら
な
ぜ
補

助
金
を
出
す
の
か
。

環
境
政
策
課
長

　
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
は
電
気
消
費
量
が
削

減
さ
れ
る
。
補
助
金
申
請
の

約
半
分
が
オ
ー
ル
電
化
を
導

入
し
て
い
る
。

　
補
助
金
を
多
様
化
し
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
温

暖
化
問
題
を
考
え
て
い
く
。

飯
舘
村
の
状
況
は

心
は
分
断
さ
れ
、
ば
ら
ば
ら
に
…
　
町
長

水口　裕子 議員

カンガルームでのコミュニケーション
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一
般
質
問 

酒
本

　
い
ざ
原
発
事
故
が

起
き
た
と
き
、
政
府
の
判
断

や
指
示
を
待
っ
て
い
て
は
遅

い
。

　
内
灘
町
が
放
射
性
ヨ
ウ
素

対
策
地
域
に
な
る
か
な
ら
な

い
か
で
は
な
く
、
早
急
な
対

応
、
対
策
を
進
め
よ
。

町
長

　
放
射
性
物
質
に
よ

る
甲
状
腺
被ひ

曝ば
く

を
避
け
る
た

め
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
摂
取
は
、

現
段
階
で
最
良
の
手
段
で
あ

る
。

　
原
子
力
安
全
委
員
会
で
の

放
射
性
ヨ
ウ
素
対
策
地
域
の

内
容
を
踏
ま
え
、
Ｈ
24
年
度

中
に
、
保
育
施
設
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
へ
の
配
備
を
進
め
、

医
療
機
関
や
配
備
先
の
施
設

と
調
整
を
進
め
て
い
く
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

酒
本

　
２
０
２
５
年
に
は

全
国
で
高
齢
者
人
口
が
約
３

５
０
０
万
人
に
達
し
、
高
齢

化
率
が
約
30
％
に
も
上
が
る

と
予
測
さ
れ
る
。

　
今
後
、
介
護
制
度
の
充
実

は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

高
齢
化
対
策
を
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
概

要
を
説
明
せ
よ
。

介
護
福
祉
課
長

　
現
在
設

置
し
て
あ
る
機
器
は
、
緊
急

時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

事
前
に
登
録
さ
れ
た
家
族
や

民
生
委
員
、
さ
ら
に
１
１
９

番
へ
と
自
動
発
信
さ
れ
る
。

　
今
後
高
齢
者
世
帯
の
増
加

に
伴
い
、
事
故
の
増
加
も
予

想
さ
れ
、
未
然
に
防
ぐ
観
点

か
ら
装
置
の
見
直
し
は
、
さ

ら
に
調
査
検
討
を
重
ね
る
。

酒
本

　
機
器
の
設
置
と
点

検
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

介
護
福
祉
課
長

　
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
、
心
臓
な
ど
の
疾
患
に
よ

り
緊
急
を
要
す
る
方
を
対
象

に
設
置
し
て
い
る
。

　
点
検
は
、
設
置
事
業
者
か

ら
機
器
を
レ
ン
タ
ル
し
て
お

り
、
保
守
管
理
等
は
す
べ
て

事
業
者
が
管
理
し
て
い
る
。

緊
急
キ
ッ
ト

酒
本

　
も
し
も
の
と
き
の

安
全
と
、
安
心
の
取
り
組
み

に
、
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

介
護
福
祉
課
長

　
定
価
は

税
込
み
で
１
個
３
６
８
円
。

１
０
０
０
個
購
入
予
定
で
36

万
８
０
０
０
円
を
予
算
計
上

し
た
。

酒
本

　
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
は
何
世
帯
な
の
か
。

介
護
福
祉
課
長

　
65
歳
以

上
の
単
身
世
帯
約
５
８
０
世

帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
約

６
５
０
世
帯
、
病
院
や
施
設

等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
を

除
き
約
１
０
０
０
世
帯
。

酒
本

　
今
後
の
展
開
は
。

介
護
福
祉
課
長

　
高
齢
者

世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
く
。

安定ヨウ素剤を配備せよ
今年度配備を進める　町長

酒本　昌博 議員

救急医療情報キット命のバトン

【セット内容】

救急情報シート／救急医療マークシール／

ケース／取扱説明書
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務産業建設常任委員会

　
　
ほ
の
ぼ
の
湯

　
場
所
は
決
ま
っ
た
の
か
。

Ａ
　
ホ
テ
ル
の
誘
致
、
宿
泊
施
設
の
有
無
、
民

間
温
浴
施
設
の
利
用
な
ど
と
あ
わ
せ
、
他
の
補

助
金
等
も
考
慮
し
、
時
間
を
か
け
て
場
所
や
規

模
を
再
検
討
す
る
。

　
　「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」

の
業
務
委
託
を
し
て
い
た
モ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
内

灘
の
事
業
（
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
3
年
間

補
助
合
計
４
６
０
０
万
円
）
は
廃
止
と
な
る

が
指
導
は
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
事
業
計
画

書
が
事
前
に
議
会
へ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
月
末
閉
店
）

Ａ
　
突
然
の
事
業
廃
止
で
、
町
と
し
て
は
、
業

務
委
託
開
始
か
ら
３
年
経
過
後
に
独
立
し
、
事

業
を
継
続
で
き
る
の
か
こ
れ
ま
で
も
確
認
し
て

き
た
。

　
　
白
帆
台
の
商
業
施
設
用
地
に
、
衣
料
品

店
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
を
誘
致
す
る

考
え
は
。

Ａ
　
町
と
し
て
は
、
ま
ず
食
料
品
小
売
業
を
誘

致
し
、
そ
の
次
に
飲
食
店
等
を
考
え
て
い
る
。

　
　
内
灘
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
、
町
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
誘
客
や
白
帆
台
の

定
住
促
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の

な
ら
、
四
季
に
あ
わ
せ
て
年
４
回
（
15
日
／

回
）
の
点
灯
で
は
少
な
い
。

Ａ
　
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
そ
の
運
用
を

検
討
し
、
費
用
が
か
か
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
補

正
予
算
を
お
願
い
す
る
。

　
　
上
水
道
と
公
共
下
水
道
の
未
接
続
者
へ

の
接
続
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
。

Ａ
　
現
在
、
未
接
続
者
へ
訪
問
依
頼
を
し
て
い

る
。
引
き
続
き
啓
発
活
動
と
接
続
の
依
頼
を
し

て
い
く
。

　
　
中
小
企
業
経
営
支
援
利
子
補
給
金
に
つ

い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
商
工
会
員
に
限
定

す
る
の
は
公
平
で
な
い
。

Ａ
　
町
は
商
工
会
を
通
じ
商
工
振
興
を
図
っ
て

い
る
。
商
工
会
に
入
会
し
、
こ
の
制
度
の
利
用

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
昨
年
、
内
灘
海
水
浴
場
の
浜
茶
屋
に
ご

み
が
山
積
み
と
な
っ
て
お
り
、
衛
生
上
良
く

な
い
。

Ａ
　
海
水
浴
客
が
出
し
た
ご
み
が
非
常
に
多
く
、

す
ぐ
に
処
理
で
き
な
い
状
況
で
、
早
急
な
処
理

を
浜
茶
屋
組
合
に
お
願
い
し
て
い
た
。
町
で
も

処
理
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ＱAＱAＱA

ＱAＱA

ＱAＱA

ほ の ぼ の 湯 !?どうな
る

ライトアップで誘客を
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

文教福祉常任委員会

　
　
内
灘
中
学
校
へ
通
学
す
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
試
行
運
転
は
、
対
象
と
な
る
千
鳥
台
・

緑
台
地
区
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
１
台
か
ら
向

粟
崎
・
旭
ヶ
丘
地
区
を
含
め
て
ス
ク
ー
ル
バ

ス
２
台
で
運
行
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
予
算
の
範
囲
内
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
台

の
試
行
運
転
を
開
始
す
る
。
予
算
の
不
足
額
は

補
正
で
対
応
で
き
る
。

　
　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困

難
な
方
へ
の
高
校
入
学
時
に
お
け
る
奨
学
金

支
給
制
度
に
つ
い
て
、
内
容
的
に
予
算
の
範

囲
を
拡
大
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
制
度
の
充

実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
後
文
教
福

祉
常
任
委
員
会
で
内
容
に
お
け
る
検
討
を
お
願

い
す
る
。

　
　
向
粟
崎
体
育
館
の
耐
震
補
強
・
改
修
工

事
で
、
２
階
へ
上
が
る
階
段
に
車
椅
子
等
の

対
応
は
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
向
粟
崎
地

区
か
ら
の
地
区
協
力
金
は
必
要
な
の
か
。

Ａ
　
現
状
況
で
、
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
今
後
安
全
面
を
考
慮
し
て
昇
降
機

で
の
対
応
を
検
討
す
る
。
な
お
耐
震
補
強
と
体

育
館
改
修
が
主
な
事
業
で
あ
り
、
地
区
協
力
金

は
必
要
と
し
な
い
。

　
　
公
民
館
の
耐
震
調
査
の
結
果
後
、
年
次

計
画
、
工
事
順
位
等
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
各
町
会
等
と
協
議
し
て
、
財
政
状
況
も
勘

案
し
な
が
ら
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
学
校
給
食
で
食
材
の
放
射
能
測
定
な

ど
は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
食
材
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
東
北
、
北

関
東
の
も
の
は
使
用
し
て
い
な
い
。

　
放
射
能
の
測
定
は
３
回
実
施
し
て
お
り
、
い

ず
れ
も
全
く
問
題
の
無
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。

　
　
介
護
保
険
第
１
号
（
65
歳
以
上
）
の
段

階
区
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
国
は
６
段
階
、
町
で
は
８
段
階
を
採
用
し
、

負
担
者
へ
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

ＱA

ＱAＱAＱA

ＱAＱA

奨学金支給条例更なる充
実へ

スクールバスで安全登校を

耐震補修される向粟崎体育館
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た意見書

提出先
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、総務大臣、
財務大臣、文部科学大臣、

経済産業大臣、内閣官房長官等

国会議事堂

提出議員　中川　　達
賛成議員　能村　憲治　　生田　勇人
　　　　　中島　利美
趣　　旨
・国の重要施策として「こころの健康を守り推進
する基本法」の制定を強く求める。

こころの健康を守り推進する基本法の
制定を求める

（全員賛成）

提出議員　能村　憲治
賛成議員　中川　　達　　生田　勇人
　　　　　中島　利美
趣　　旨
・消費税の増税案と年金制度の改革案は一体で議
論されるべきであり、年金制度抜本改革の全体
像を明らかにすること。

年金制度抜本改革の全体像を早期に公
表することを求める

（賛成14人、反対１人）

提出議員　藤井　良信
賛成議員　南　　守雄　　川口　正己
　　　　　酒本　昌博　　太田　臣宣
趣　　旨
・ハローワークと就職支援サイトの連携強化で中
小企業に関する情報提供の充実。

・企業での実習を行う「有期実習型訓練」を実施
する中小企業に対して助成金制度の拡充。

・ジョブカフェ強化型事業の推進や学生と中小企
業の接点を強化すること。

・新入社員への基礎的な職業訓練・能力開発を一
体的に実施するなど、充実を図ること。

若者雇用をめぐるミスマッチ解消を求
める

（全員賛成）
提出議員　太田　臣宣
賛成議員　藤井　良信　　川口　正己
　　　　　酒本　昌博
趣　　旨
・政府は権限移譲に伴い必要となる財源措置を行
い、電算システム整備など臨時的経費へも財源
措置を行うこと。
・都道府県から基礎自治体への権限移譲が円滑に
進められるよう政府は、具体的な財源措置など
必要な事項について十分な情報提供を行うこと。
・市町村が共同で、実情に応じた効率的な権限委
譲が行われるようにすること。
・今後、国と地方が十分に協議を行うこと。

基礎自治体への円滑な権限移譲に向け
た支援策の充実を求める

（賛成13人、反対２人）

議員提案
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採択され 

提出議員　文教福祉常任委員長　藤井　良信
趣　　旨
・循環型社会形成推進交付金による個人設置型浄
化槽に対する補助を継続すること。

・ヘドロが農業施設に影響を及ぼしているため、
早急にヘドロを除去すること。

・水質浄化施設やポンプを設置するとともに浚
しゅん

渫
せつ

を実施し、あわせて水辺の植物群を再現し自然
浄化機能を高めるなど、実効性ある水質浄化対
策を行うこと。

河北潟の環境再生を求める
（全員賛成）

提出議員　生田　勇人
賛成議員　南　　守雄　　北川　悦子
趣　　旨
・国民的議論が熟すよう、政府が責任を持つ詳細
な情報を迅速かつ正確に開示。

・TPPへの参加は国内農林水産業への壊滅的打撃
に止まらず、地域経済や国民生活全般に重大な
影響を及ぼす恐れがあることから、交渉への正
式参加を行わないこと。

環太平洋経済連携協定（TPP）交渉
（賛成14人、反対1人）

提出議員　文教福祉常任委員長　藤井　良信
趣　　旨
・石川県では注意欠陥多動性障害や高機能自閉症・
学習障害など知的発達に遅れはないものの、集
団行動の困難な児童が増加していることから、
加配職員の人件費を助成する制度が実施されて
いる。現行補助制度の早急な改善と完全実施を
強く要望する。

健やかふれあい保育事業の認定
（全員賛成）

請
願
の
審
査
結
果

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
協
議
の
中
止
を
求
め
る

 

（
賛
成
14
人
、
反
対
1
人
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願

（
賛
成
14
人
、
反
対
1
人
）

採
択

公
的
年
金
の
改
悪
に
反
対
す
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る

（
継
続
に
賛
成
14
人
、
反
対
1
人
）

継
続
審
査

大
幅
増
員
と
夜
勤
制
限
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
を
求
め
る

（
賛
成
3
人
、
反
対
12
人
）

不
採
択

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
方

針
の
見
直
し
を
求
め
る

（
賛
成
３
人
、
反
対
12
人
）

不
採
択
の
意
見
書

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

次
の
議
会
は 

６
月 

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

傍
聴
の
受
付
は
、
当
日
３
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

横
で
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
事
務
局

　
T
E
L 

2
8
6

－

6
7
1
5
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　「
民
会
な
く
し
て
議
院
あ
る

べ
か
ら
ず
と
云
え
ど
も
、
議
院

な
く
し
て
民
会
あ
る
べ
し
」。

　
近
代
日
本
に
お
け
る
啓
蒙
思

想
家
、
福
澤
諭
吉
が
地
方
議
会

を
後
に
し
て
国
会
を
先
に
開
設

す
る
な
ら
ば
、
こ
と
の
順
序
を

誤
る
と
云
う
べ
し
と
し
て
明
治

の
時
代
す
で
に
論
じ
て
い
る
。

　
地
方
議
会
が
あ
っ
て
の
国
会

あ
る
こ
と
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
。

　
そ
し
て
町
民
が
行
政
に
参
加

す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
も

町
民
が
主
体
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
町
民
と
行
政
は
『
対
等
』

で
は
い
け
な
い
の
だ
。

　
協
働
の
ル
ー
ル
か
ら
は
「
お

互
い
の
自
主
独
立
性
を
尊
重
し

な
が
ら
認
め
合
う
」
と
あ
る
よ

う
に
。

〔
藤
井
　
良
信
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
中
島
　
利
美

副
委
員
長
　
北
川
　
悦
子

委
　
　
員
　
藤
井
　
良
信

委
　
　
員
　
酒
本
　
昌
博

委
　
　
員
　
太
田
　
臣
宣

笑顔・みーつけた笑顔・みーつけた
今
回
紹
介
す
る
方
は
、
向
粟

崎
の
北
川
直
美
さ
ん
で
す
。

◆
内
灘
に
住
ん
で
ど
の
く
ら
い

に
な
り
ま
す
か
？

○
息
子
が
小
学
校
１
年
生
の
夏

に
三
重
県
四
日
市
か
ら
内
灘

に
来
て
早
25
年
に
な
り
ま
す
。

内
灘
に
来
た
当
時
は
寂
し
く

て
よ
く
泣
い
て
い
た
も
の
で

し
た
が
、
今
で
は
主
人
よ
り

顔
馴
染
み
の
人
が
多
く
な
り
、

た
く
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

◆
保
育
士
を
さ
れ
て
い
た
と
聞

い
た
の
で
す
が
？

○
保
育
士
は
三
重
県
で
４
年
程
、

内
灘
町
で
13
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
小
さ
な
子
供
た
ち
の
新
鮮

な
創
意
工
夫
に
刺
激
さ
れ
、

毎
日
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
望

む
こ
と
は
？

○
多
少
の
こ
と
で
動
じ
な
い
、

本
来
子
供
が
兼
ね
備
え
て
い

る
冒
険
心
、
好
奇
心
を
発
揮

で
き
る
人
に
育
っ
て
欲
し
い

で
す
ネ
。

◆
他
県
か
ら
こ
ら
れ
て
内
灘
町

は
ど
う
で
し
た
か
？

○
や
は
り
自
然
が
豊
か
だ
と
思

い
ま
す
。
何
よ
り
好
き
な
場

所
は
、
四
季
折
々
の
草
花
が

楽
し
め
る
遊
歩
道
と
、
海
へ

続
く
坂
道
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら

見
え
る
ま
っ
す
ぐ
な
水
平
線

と
反
対
側
の
県
境
の
山
並
で

す
。（
宮
崎
駿
さ
ん
の
映
画

の
１
シ
ー
ン
の
よ

う
で
す
）

◆
町
に
対
す
る
要
望

は
？

○
道
の
駅
か
ら
眺
め

る
風
車
が
大
好
き

で
す
が
、
放
水
路

の
斜
面
が
殺
風
景

に
感
じ
ら
れ
、
四

季
を
通
じ
て
花
が

楽
し
め
る
よ
う
に

な
る
と
い
い
で
す

ね
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

酒
本 

昌
博

「豆たちのささやき」表紙作品

坂
さか

野
の

礼
あや

佳
か

さん
（鶴ヶ丘）

手をつなぐ育成会

皆さんに見てもらえて
とてもうれしいです。

イタリア旅行にて
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